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1．二次処理性能確認試験の概要・試験結果
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【2020/6/30時点】

二次処理性能確認試験の概要

多核種除去設備等処理水の取扱いについて、技術的な観点に加え、風評など社会的な観点
も含めた総合的な検討を行う『多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員』におい
て、「二次処理は非常に重要な点なので、二次処理によってトリチウム以外の放射性物質
を告示濃度限度以下まで取り除けるという実績を早くつくるべき。」との意見

意見を踏まえ、多核種除去設備（ALPS）にて高濃度（告示濃度比総和100以上）の多核種
除去設備等処理水の二次処理性能確認試験の計画 を公表※１

※１『多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会報告書を受けた当社の検討素案について（3/24）』

⇒二次処理によりトリチウムを除く告示濃度比総和が1未満となる事を検証するとともに、
核種分析の手順・プロセスの確認等を目的とし、9/15より増設ALPSを用いた二次処理
性能確認試験を開始

二次処理性能確認試験では、告示濃度比総和100以上のタンク群（J1-C群、J1-G群）につ
いて系統内包水の置換え運転後、1000m3処理を行い、処理した水について除去対象核種
である62核種＋C-14＋H-3の濃度を測定

試験結果
二次処理性能確認試験の結果、告示濃度比総和100以上の放射性物質濃度の高い水について
二次処理により告示濃度比総和１未満となることを確認

二次処理前 二次処理後

J1-C群 2,406 0.35

J1-G群 387 0.22

○二次処理前後の告示濃比総和（62核種+C-14）



２．二次処理性能確認試験の状況

二次処理性能確認試験の状況
9/23にJ1-C群の1,000m3処理，10/9にJ1-G群の1,000m3処理を完了。その後、各々の処
理水をサンプルタンクにて採取，62核種＋C-14＋H-3に関する分析・評価を完了

※1:Cs-134,137,Co-60,Ru-106,Sb-125,Sr-90,I-129
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J1-C群 J1-G群
処理の状況 1,000m3処理完了(9/18～9/23) 1,000m3処理完了(10/2～10/9)

処理水の
分析状況

分析核種：62核種＋C14+H3
主要7核種※1+Sr-89：完了

Ni-63・Cd-113mを除く60核種
＋C-14+H-3：完了

Ni-63・Cd-113mを含む62核種+C-
14+H-3：完了（今回報告）

分析核種：62核種＋C14+H3
主要7核種※1+Sr-89：完了

Ni-63・Cd-113mを除く60核種
＋C-14+H-3：完了

Ni-63・Cd-113mを含む62核種+C-
14+H-3：完了（今回報告）

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]
二次処理前 二次処理後

分析結果[Bq/L] 告示濃度比 分析結果[Bq/L] 告示濃度比

J1-C群
Ni-63（約100年） 6E+03 5.19E+01 8.6E-03 <8.45E+00 1.4E-03
Cd-113m（約15年） 4E+01 <2.05E+01 5.1E-01 <8.52E-02 2.1E-03

J1-G群
Ni-63（約100年） 6E+03 <1.84E+01 3.1E-03 <8.84E+00 1.5E-03
Cd-113m（約15年） 4E+01 <2.04E+01 5.1E-01 <8.55E-02 2.1E-03

Ni-63・Cd-113mの分析結果
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J1-C群（62核種+C-14+H-3）

主要
７核種

二次処理前
(設備入口)※1

二次処理後
（サンプルタンク）※2

告示濃度限度
【Bq/L】

分析結果
【Bq/L】

告示
濃度比※3

分析結果
【Bq/L】

告示
濃度比※3

Cs-134 60 2.93E+01 0.49 ＜7.60E-02 0.0013 

Cs-137 90 5.99E+02 6.7 1.85E-01 0.0021 

Co-60 200 3.63E+01 0.18 3.33E-01 0.0017 

Ru-106 100 ＜5.00E+00 0.050 1.43E+00 0.014 

Sb-125 800 8.30E+01 0.10 2.26E-01 0.00028 

Sr-90 30 6.46E+04 2,155 3.57E-02 0.0012 

I-129 9 2.99E+01 3.3 1.16E+00 0.13 

C-14 2,000 1.53E+01 0.0076 1.76E+01 0.0088

H-3 60,000 8.51E+05 14.2 8.22E+05 13.7

※1 9/19,20,21に採取した試料についてコンポジットを行い分析を実施
※2 9/27に採取した試料について分析を実施
※3 分析結果が検出下限未満の核種は、検出下限値を用いて算出
※4 分析結果及び告示濃度限度の詳細は、参考資料を参照

二次処理前
(設備入口)※1

二次処理後
（サンプルタンク）※2

主要7核種の
告示濃度比総和 2,165 0.15

62核種※4+C-14の
告示濃度比総和 2,406 0.35

3-1. 二次処理性能確認試験結果(J1-C群)

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す

0.35のうち分析・評価の
結果、検出下限未満であ
った核種(51核種)の告示
濃度比の合計は0.19
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3-1. 二次処理による処理前後の放射性物質の濃度比較（J1-C群）

※ 分析結果が検出下限未満の核種は，検出下限値を用いて算出

告
示

濃
度

比

主要7核種

J1-C群

※※

除去対象核種(62核種)＋C-14の告示濃
度比総和；

【前】2,406 → 【後】0.35

※

※
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J1-G群（62核種+C-14+H-3）

主要
７核種

※1 10/5,6,7に採取した試料についてコンポジットを行い分析を実施
※2 10/13に採取した試料について分析を実施
※3 分析結果が検出下限未満の核種は、検出下限値を用いて算出
※4 分析結果及び告示濃度限度の詳細は、参考資料を参照

二次処理前
(設備入口)※1

二次処理後
（サンプルタンク）※2

主要7核種の
告示濃度比総和 349 0.048

62核種※4+C-14の
告示濃度比総和 387 0.22

3-2. 二次処理性能確認試験結果(J1-G群)

二次処理前
(設備入口)※1

二次処理後
（サンプルタンク）※2

告示濃度限度
【Bq/L】

分析結果
【Bq/L】

告示
濃度比※3

分析結果
【Bq/L】

告示
濃度比※3

Cs-134 60 5.94E+00 0.099 ＜6.65E-02 0.0011 

Cs-137 90 1.18E+02 1.3 3.29E-01 0.0037 

Co-60 200 1.31E+01 0.065 2.33E-01 0.0012 

Ru-106 100 ＜2.27E+00 0.023 4.83E-01 0.0048 

Sb-125 800 3.23E+01 0.040 1.37E-01 0.00017 

Sr-90 30 1.04E+04 347 ＜3.18E-02 0.0011 

I-129 9 2.79E+00 0.31 3.28E-01 0.036 

C-14 2,000 1.26E+01 0.0063 1.56E+01 0.0078

H-3 60,000 2.73E+05 4.6 2.72E+05 4.5

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す

0.22のうち分析・評価の
結果、検出下限未満であ
った核種(53核種)の告示
濃度比の合計は0.17
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3-2. 二次処理による処理前後の放射性物質の濃度比較（J1-G群）

※ 分析結果が検出下限未満の核種は，検出下限値を用いて算出

※

主要7核種

J1-G群

※※

告
示

濃
度

比

除去対象核種(62核種)＋C-14の告示濃
度比総和；

【前】387 → 【後】0.22
※

※



4. 二次処理性能確認試験における分析について

62核種，C-14およびH-3の定量・評価方法

●Ｇｅ半導体検出器によるγ線核種分析結果を基に定量・評価する核種 ●全α放射能測定の結果から定量・評価する核種
核種 核種測定または評価の方法 核種 核種測定または評価の方法 核種 核種測定または評価の方法

1 Rb-86 γ線核種分析 24 Cs-137 γ線核種分析 46 Pu-238 全α放射能
2 Y-91 γ線核種分析 25 Ba-137m Cs-137と放射平衡 47 Pu-239 全α放射能
3 Nb-95 γ線核種分析 26 Ba-140 γ線核種分析 48 Pu-240 全α放射能
4 Ru-103 γ線核種分析 27 Ce-141 γ線核種分析 49 Pu-241 Pu-238からの評価値
5 Ru-106 γ線核種分析 28 Ce-144 γ線核種分析 50 Am-241 全α放射能
6 Rh-103m Ru-103と放射平衡 29 Pr-144 Ce-144と放射平衡 51 Am-242m Am-241からの評価値
7 Rh-106 Ru-106と放射平衡 30 Pr-144m Ce-144と放射平衡 52 Am-243 全α放射能
8 Ag-110m γ線核種分析 31 Pm-146 γ線核種分析 53 Cm-242 全α放射能
9 Cd-115m γ線核種分析 32 Pm-147 Eu-154から評価 54 Cm-243 全α放射能

10 Sn-119m Sn-123から評価 33 Pm-148 γ線核種分析 55 Cm-244 全α放射能
11 Sn-123 γ線核種分析 34 Pm-148m γ線核種分析 ●その他の方法で定量・評価する核種
12 Sn-126 γ線核種分析 35 Sm-151 Eu-154からの評価 核種 核種測定または評価の方法
13 Sb-124 γ線核種分析 36 Eu-152 γ線核種分析 56 H-3 蒸留による分離後、β線測定
14 Sb-125 γ線核種分析 37 Eu-154 γ線核種分析 57 C-14 化学分離後、β線測定
15 Te-123m γ線核種分析 38 Eu-155 γ線核種分析 58 Sr-90 化学分離後、β線測定
16 Te-125m Sb-125と放射平衡 39 Gd-153 γ線核種分析 59 Sr-89 化学分離後、β線測定
17 Te-127 γ線核種分析 40 Tb-160 γ線核種分析 60 Y-90 Sr-90と放射平衡
18 Te-127m Te-127から評価 41 Mn-54 γ線核種分析 61 Tc-99 ICP-MS測定
19 Te-129 γ線核種分析 42 Fe-59 γ線核種分析 62 Cd-113m 化学分離後、β線測定
20 Te-129m γ線核種分析 43 Co-58 γ線核種分析 63 I-129 ICP-MS測定
21 Cs-134 γ線核種分析 44 Co-60 γ線核種分析 64 Ni-63 化学分離後、β線測定
22 Cs-135 Cs-137から評価 45 Zn-65 γ線核種分析
23 Cs-136 γ線核種分析
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各核種の分析方法

核種 分析方法 目標検出下限値
（Bq/L）

γ線放出核種 ５Ｌマリネリ容器に試料を分取し、Ge半導体検出器にて測定 0.07（Cs-137）※１

Sr-90、Sr-89 SrレジンによりSrを精製した後、炭酸塩として沈殿・回収したものをベータスペクト
ル分析装置にて測定 0.04（Sr-90）※２

I-129 試料に次亜塩素酸を添加してヨウ素酸イオンに調整した後、ICP-MSにて測定 0.2

H-3 蒸留によって不純物を取り除いた試料とシンチレータを混合した後、液体シンチ
レーションカウンタにて測定 30

C-14 試料に濃硝酸、過硫酸カリウムを添加して加熱し、発生したCO2を吸収剤に捕
集してシンチレータと混合した後、液体シンチレーションカウンタにて測定 10

Tc-99 試料を硝酸で希釈し、ICP-MSにて測定 2

全α放射能 α核種を水酸化鉄に共沈させ、抽出操作により徐鉄した後ステンレス皿に蒸発乾
固後焼き付けしたものをZnSシンチレーションカウンタにて測定 0.04

Cd-113m イオン交換によりCdを精製・回収し、シンチレータと混合した後、液体シンチレー
ションカウンタにて測定 0.2

Ni-63 NiレジンによりNiを精製・回収し、シンチレータと混合した後、液体シンチレーション
カウンタにて測定 20

※１：他の核種はベースライン、妨害核種、バックグラウンド及びγ線放出率によって変動
※２：Sr-89はSr-90濃度によって変動 8

4. 二次処理性能確認試験における分析について



核種分析の手順・プロセスの確認等
二次処理性能確認試験では、処理によりトリチウムを除く告示濃度比総和が1
未満となることを、社内分析により確認

（・γ放出核種分析：34核種 ・分離，β線測定： 5核種
・質量分析 ： 2核種 ・全α放射能分析： 8核種）

γ線放出核種分析、全α放射能分析については、検出下限値を下げる試みを
実施

γ核種の分析：試料量及び測定時間の増加により検出下限値を低減
（ Cs-137：0.2Bq/L ⇒ 0.07Bq/L ）

全α分析 ：測定時間の増加により検出下限値を低減
（ 全α：0.08Bq/L ⇒ 0.04Bq/L ）

二次処理前試料の分析では、以下の２核種に関して再分析を実施しており、
分析手順の合理化のため、今後必要に応じて手順の見直しを実施

・Cd-113m：前処理後の回収率が低かったため再分析を実施
・Ni-63 ：前処理後に妨害核種が確認されたため再分析を実施

（測定対象核種を単離する試料では妨害核種や回収率を確認する手順としている）

今後、第三者機関に、当社分析手順による試料分析、並びに、分析に係る課題
の抽出及び解決方法の検討を依頼［2021年１月開始予定］
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5. 核種分析の手順・プロセスの確認等について
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参考
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核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示

濃度比
分析結果
[Bq/L]

告示
濃度比

1 Rb-86（約19日） 3E+02 <4.11E+00 1.4E-02 <4.97E-01 1.7E-03

2 Sr-89（約51日） 3E+02 <6.72E+03 2.2E+01 <5.37E-02 1.8E-04

3 Sr-90（約29年） 3E+01 6.46E+04 2.2E+03 3.57E-02 1.2E-03

4 Y-90（約64時間） 3E+02 6.46E+04 2.2E+02 3.57E-02 1.2E-04 Sr-90と放射平衡

5 Y-91（約59日） 3E+02 <8.45E+01 2.8E-01 <1.65E+01 5.5E-02

6 Nb-95（約35日） 1E+03 <3.50E-01 3.5E-04 <4.96E-02 5.0E-05

7 Tc-99（約21万年） 1E+03 1.74E+01 1.7E-02 <1.23E+00 1.2E-03

8 Ru-103（約40日） 1E+03 <7.21E-01 7.2E-04 <5.27E-02 5.3E-05

9 Ru-106（約370日） 1E+02 <5.00E+00 5.0E-02 1.43E+00 1.4E-02

10 Rh-103m（約56分） 2E+05 <7.21E-01 3.6E-06 <5.27E-02 2.6E-07 Ru-103と放射平衡

11 Rh-106（約30秒） 3E+05 <5.00E+00 1.7E-05 1.43E+00 4.8E-06 Ru-106と放射平衡

12 Ag-110m（約250日） 3E+02 <5.41E-01 1.8E-03 <4.26E-02 1.4E-04

13 Cd-113m（約15年） 4E+01 <2.05E+01 5.1E-01 <8.52E-02 2.1E-03

(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-C群)

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す
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核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示

濃度比
分析結果
[Bq/L]

告示
濃度比

14 Cd-115m（約45日） 3E+02 <2.26E+01 7.5E-02 <2.70E+00 9.0E-03

15 Sn-119m（約290日） 2E+03 <3.90E+02 1.9E-01 <4.24E+01 2.1E-02 Sn-123の放射能濃度より評価

16 Sn-123（約130日） 4E+02 <6.06E+01 1.5E-01 <6.59E+00 1.6E-02

17 Sn-126（約10万年） 2E+02 <2.88E+00 1.4E-02 <2.92E-01 1.5E-03

18 Sb-124（約60日） 3E+02 <2.79E-01 9.3E-04 <9.67E-02 3.2E-04

19 Sb-125（約3年） 8E+02 8.30E+01 1.0E-01 2.26E-01 2.8E-04

20 Te-123m（約120日） 6E+02 <8.32E-01 1.4E-03 <9.19E-02 1.5E-04

21 Te-125m（約58日） 9E+02 8.30E+01 9.2E-02 2.26E-01 2.5E-04 Sb-125と放射平衡

22 Te-127（約9時間） 5E+03 <7.25E+01 1.5E-02 <4.69E+00 9.4E-04

23 Te-127m（約110日） 3E+02 <7.53E+01 2.5E-01 <4.87E+00 1.6E-02 Te-127の放射能濃度より評価

24 Te-129（約70分） 1E+04 <1.27E+01 1.3E-03 <6.15E-01 6.1E-05

25 Te-129m（約34日） 3E+02 <1.31E+01 4.4E-02 <1.37E+00 4.6E-03

26 I-129（約1600万年） 9E+00 2.99E+01 3.3E+00 1.16E+00 1.3E-01

(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-C群)

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す
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核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示

濃度比
分析結果
[Bq/L]

告示
濃度比

27 Cs-134（約2年） 6E+01 2.93E+01 4.9E-01 <7.60E-02 1.3E-03

28 Cs-135（約300万年） 6E+02 3.81E-03 6.4E-06 1.18E-06 2.0E-09 Cs-137の放射能濃度より評価

29 Cs-136（約13日） 3E+02 <3.77E-01 1.3E-03 <4.68E-02 1.6E-04

30 Cs-137（約30年） 9E+01 5.99E+02 6.7E+00 1.85E-01 2.1E-03

31 Ba-137m（約3分） 8E+05 5.99E+02 7.5E-04 1.85E-01 2.3E-07 Cs-137と放射平衡

32 Ba-140（約13日） 3E+02 <2.40E+00 8.0E-03 <2.02E-01 6.7E-04

33 Ce-141（約32日） 1E+03 <1.51E+00 1.5E-03 <2.62E-01 2.6E-04

34 Ce-144（約280日） 2E+02 <6.84E+00 3.4E-02 <5.69E-01 2.8E-03

35 Pr-144（約17分） 2E+04 <6.84E+00 3.4E-04 <5.69E-01 2.8E-05 Ce-144と放射平衡

36 Pr-144m（約7分） 4E+04 <6.84E+00 1.7E-04 <5.69E-01 1.4E-05 Ce-144と放射平衡

37 Pm-146（約6年） 9E+02 <1.23E+00 1.4E-03 <6.66E-02 7.4E-05

38 Pm-147（約3年） 3E+03 <4.08E+00 1.4E-03 <8.04E-01 2.7E-04 Eu-154の放射能濃度より評価

39 Pm-148（約5日） 3E+02 <6.49E-01 2.2E-03 <2.33E-01 7.8E-04

(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-C群)

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



14

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後

備考
分析結果
[Bq/L]

告示
濃度比

分析結果
[Bq/L]

告示
濃度比

40 Pm-148m（約41日） 5E+02 <6.34E-01 1.3E-03 <4.84E-02 9.7E-05

41 Sm-151（約87年） 8E+03 <5.77E-02 7.2E-06 <1.14E-02 1.4E-06 Eu-154の放射能濃度より評価

42 Eu-152（約13年） 6E+02 <2.70E+00 4.5E-03 <2.84E-01 4.7E-04

43 Eu-154（約9年） 4E+02 <5.77E-01 1.4E-03 <1.14E-01 2.8E-04

44 Eu-155（約5年） 3E+03 <3.43E+00 1.1E-03 <3.36E-01 1.1E-04

45 Gd-153（約240日） 3E+03 <3.17E+00 1.1E-03 <2.64E-01 8.8E-05

46 Tb-160（約72日） 5E+02 <1.66E+00 3.3E-03 <1.43E-01 2.9E-04

47 Pu-238（約88年） 4E+00 5.70E-01 1.4E-01 <3.25E-02 8.1E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

48 Pu-239（約24000年） 4E+00 5.70E-01 1.4E-01 <3.25E-02 8.1E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

49 Pu-240（約6600年） 4E+00 5.70E-01 1.4E-01 <3.25E-02 8.1E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

50 Pu-241（約14年） 2E+02 2.07E+01 1.0E-01 <1.18E+00 5.9E-03 Pu-238の放射能濃度から評価

51 Am-241（約430年） 5E+00 5.70E-01 1.1E-01 <3.25E-02 6.5E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

52 Am-242m（約150年） 5E+00 1.03E-02 2.1E-03 <5.87E-04 1.2E-04 Am-241の放射能濃度より評価

(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-C群)

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



15

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示

濃度比
分析結果
[Bq/L]

告示
濃度比

53 Am-243（約7400年） 5E+00 5.70E-01 1.1E-01 <3.25E-02 6.5E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

54 Cm-242（約160日） 6E+01 5.70E-01 9.5E-03 <3.25E-02 5.4E-04
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

55 Cm-243（約29年） 6E+00 5.70E-01 9.5E-02 <3.25E-02 5.4E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

56 Cm-244（約18年） 7E+00 5.70E-01 8.1E-02 <3.25E-02 4.6E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

57 Mn-54（約310日） 1E+03 <3.62E-01 3.6E-04 <3.83E-02 3.8E-05

58 Fe-59（約45日） 4E+02 <6.41E-01 1.6E-03 <8.66E-02 2.2E-04

59 Co-58（約71日） 1E+03 <3.44E-01 3.4E-04 <4.11E-02 4.1E-05

60 Co-60（約5年） 2E+02 3.63E+01 1.8E-01 3.33E-01 1.7E-03

61 Ni-63（約100年） 6E+03 5.19E+01 8.6E-03 <8.45E+00 1.4E-03

62 Zn-65（約240日） 2E+02 <7.19E-01 3.6E-03 <9.41E-02 4.7E-04

63 C-14（約5700年） 2E+03 1.53E+01 7.6E-03 1.76E+01 8.8E-03

合計 - 2.4E+03 - 3.5E-01

(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-C群)

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



16

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示

濃度比
分析結果
[Bq/L]

告示
濃度比

全α - 5.70E-01 - <3.25E-02 -

H-3（約12年） 6E+04 8.51E+05 1.4E+01 8.22E+05 1.4E+01

(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-C群)

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)

17

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示濃度
限度比

分析結果
[Bq/L]

告示濃度
限度比

1 Rb-86（約19日） 3E+02 <2.56E+00 8.5E-03 <4.67E-01 1.6E-03

2 Sr-89（約51日） 3E+02 <7.87E+02 2.6E+00 <4.52E-02 1.5E-04

3 Sr-90（約29年） 3E+01 1.04E+04 3.5E+02 <3.18E-02 1.1E-03

4 Y-90（約64時間） 3E+02 1.04E+04 3.5E+01 <3.18E-02 1.1E-04 Sr-90と放射平衡

5 Y-91（約59日） 3E+02 <4.82E+01 1.6E-01 <1.18E+01 3.9E-02

6 Nb-95（約35日） 1E+03 <2.56E-01 2.6E-04 <4.70E-02 4.7E-05

7 Tc-99（約21万年） 1E+03 1.20E+00 1.2E-03 <1.29E+00 1.3E-03

8 Ru-103（約40日） 1E+03 <3.39E-01 3.4E-04 <5.06E-02 5.1E-05

9 Ru-106（約370日） 1E+02 <2.27E+00 2.3E-02 4.83E-01 4.8E-03

10 Rh-103m（約56分） 2E+05 <3.39E-01 1.7E-06 <5.06E-02 2.5E-07 Ru-103と放射平衡

11 Rh-106（約30秒） 3E+05 <2.27E+00 7.6E-06 4.83E-01 1.6E-06 Ru-106と放射平衡

12 Ag-110m（約250日） 3E+02 <2.92E-01 9.7E-04 <4.00E-02 1.3E-04

13 Cd-113m（約15年） 4E+01 <2.04E+01 5.1E-01 <8.55E-02 2.1E-03

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)

18

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示濃度
限度比

分析結果
[Bq/L]

告示濃度
限度比

14 Cd-115m（約45日） 3E+02 <1.16E+01 3.9E-02 <2.29E+00 7.6E-03

15 Sn-119m（約290日） 2E+03 <2.13E+02 1.1E-01 <4.03E+01 2.0E-02 Sn-123の放射能濃度より評価

16 Sn-123（約130日） 4E+02 <3.31E+01 8.3E-02 <6.26E+00 1.6E-02

17 Sn-126（約10万年） 2E+02 <1.16E+00 5.8E-03 <1.47E-01 7.3E-04

18 Sb-124（約60日） 3E+02 <2.20E-01 7.3E-04 <8.42E-02 2.8E-04

19 Sb-125（約3年） 8E+02 3.23E+01 4.0E-02 1.37E-01 1.7E-04

20 Te-123m（約120日） 6E+02 <3.83E-01 6.4E-04 <6.67E-02 1.1E-04

21 Te-125m（約58日） 9E+02 3.23E+01 3.6E-02 1.37E-01 1.5E-04 Sb-125と放射平衡

22 Te-127（約9時間） 5E+03 <3.53E+01 7.1E-03 <4.33E+00 8.7E-04

23 Te-127m（約110日） 3E+02 <3.67E+01 1.2E-01 <4.50E+00 1.5E-02 Te-127の放射能濃度より評価

24 Te-129（約70分） 1E+04 <4.71E+00 4.7E-04 <5.94E-01 5.9E-05

25 Te-129m（約34日） 3E+02 <6.61E+00 2.2E-02 <1.21E+00 4.0E-03

26 I-129（約1600万年） 9E+00 2.79E+00 3.1E-01 3.28E-01 3.6E-02

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)

19

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示濃度
限度比

分析結果
[Bq/L]

告示濃度
限度比

27 Cs-134（約2年） 6E+01 5.94E+00 9.9E-02 <6.65E-02 1.1E-03

28 Cs-135（約300万年） 6E+02 7.51E-04 1.3E-06 2.10E-06 3.5E-09 Cs-137の放射能濃度より評価

29 Cs-136（約13日） 3E+02 <1.96E-01 6.5E-04 <3.63E-02 1.2E-04

30 Cs-137（約30年） 9E+01 1.18E+02 1.3E+00 3.29E-01 3.7E-03

31 Ba-137m（約3分） 8E+05 1.18E+02 1.5E-04 3.29E-01 4.1E-07 Cs-137と放射平衡

32 Ba-140（約13日） 3E+02 <1.22E+00 4.1E-03 <1.73E-01 5.8E-04

33 Ce-141（約32日） 1E+03 <9.39E-01 9.4E-04 <1.19E-01 1.2E-04

34 Ce-144（約280日） 2E+02 <3.02E+00 1.5E-02 <5.53E-01 2.8E-03

35 Pr-144（約17分） 2E+04 <3.02E+00 1.5E-04 <5.53E-01 2.8E-05 Ce-144と放射平衡

36 Pr-144m（約7分） 4E+04 <3.02E+00 7.6E-05 <5.53E-01 1.4E-05 Ce-144と放射平衡

37 Pm-146（約6年） 9E+02 <5.26E-01 5.8E-04 <6.30E-02 7.0E-05

38 Pm-147（約3年） 3E+03 <2.53E+00 8.4E-04 <7.20E-01 2.4E-04 Eu-154の放射能濃度より評価

39 Pm-148（約5日） 3E+02 <5.19E-01 1.7E-03 <4.52E-01 1.5E-03

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)

20

核種（半減期）
告示濃度限

度
[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示濃度
限度比

分析結果
[Bq/L]

告示濃度
限度比

40 Pm-148m（約41日） 5E+02 <2.76E-01 5.5E-04 <4.09E-02 8.2E-05

41 Sm-151（約87年） 8E+03 <3.57E-02 4.5E-06 <1.02E-02 1.3E-06 Eu-154の放射能濃度より評価

42 Eu-152（約13年） 6E+02 <1.21E+00 2.0E-03 <1.90E-01 3.2E-04

43 Eu-154（約9年） 4E+02 <3.57E-01 8.9E-04 <1.02E-01 2.5E-04

44 Eu-155（約5年） 3E+03 <1.38E+00 4.6E-04 <1.75E-01 5.8E-05

45 Gd-153（約240日） 3E+03 <1.21E+00 4.0E-04 <1.85E-01 6.2E-05

46 Tb-160（約72日） 5E+02 <6.88E-01 1.4E-03 <1.35E-01 2.7E-04

47 Pu-238（約88年） 4E+00 <3.19E-02 8.0E-03 <2.80E-02 7.0E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

48 Pu-239（約24000年） 4E+00 <3.19E-02 8.0E-03 <2.80E-02 7.0E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

49 Pu-240（約6600年） 4E+00 <3.19E-02 8.0E-03 <2.80E-02 7.0E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

50 Pu-241（約14年） 2E+02 <1.16E+00 5.8E-03 <1.02E+00 5.1E-03 Pu-238の放射能濃度から評価

51 Am-241（約430年） 5E+00 <3.19E-02 6.4E-03 <2.80E-02 5.6E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

52 Am-242m（約150年） 5E+00 <5.77E-04 1.2E-04 <5.05E-04 1.0E-04 Am-241の放射能濃度より評価

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)

21

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後
備考分析結果

[Bq/L]
告示濃度
限度比

分析結果
[Bq/L]

告示濃度
限度比

53 Am-243（約7400年） 5E+00 <3.19E-02 6.4E-03 <2.80E-02 5.6E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

54 Cm-242（約160日） 6E+01 <3.19E-02 5.3E-04 <2.80E-02 4.7E-04
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

55 Cm-243（約29年） 6E+00 <3.19E-02 5.3E-03 <2.80E-02 4.7E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

56 Cm-244（約18年） 7E+00 <3.19E-02 4.6E-03 <2.80E-02 4.0E-03
全α放射能の測定値に

包絡されるものとし評価

57 Mn-54（約310日） 1E+03 <2.02E-01 2.0E-04 <3.79E-02 3.8E-05

58 Fe-59（約45日） 4E+02 <3.51E-01 8.8E-04 <7.17E-02 1.8E-04

59 Co-58（約71日） 1E+03 <2.11E-01 2.1E-04 <3.74E-02 3.7E-05

60 Co-60（約5年） 2E+02 1.31E+01 6.5E-02 2.33E-01 1.2E-03

61 Ni-63（約100年） 6E+03 <1.84E+01 3.1E-03 <8.84E+00 1.5E-03

62 Zn-65（約240日） 2E+02 <4.35E-01 2.2E-03 <7.97E-02 4.0E-04

63 C-14（約5700年） 2E+03 1.26E+01 6.3E-03 1.56E+01 7.8E-03

合計 - 3.9E+02 - 2.2E-01

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



(参考)二次処理性能確認試験結果詳細(J1-G群)

22

核種（半減期）
告示濃度限度

[Bq/L]

二次処理前 二次処理後

備考分析結果
[Bq/L]

告示濃度
限度比

分析結果
[Bq/L]

告示濃度
限度比

全α - <3.19E-02 - <2.80E-02 -

H-3（約12年） 6E+04 2.73E+05 4.6E+00 2.72E+05 4.5E+00

数値の表記において、○.○○E±△△
とは○.○○×10±△△であることを示す



23

タンク群
告示濃度比

総 和
（主要7核種）

貯 留 履 歴

J1-C 3,791

Sr処理水（残水）+多核種除去設備等処理水J1-A 1,018

J1-G 153

J1-K 2,981 高性能ALPS検証試験装置の処理水

G1S-B 621 多核種除去設備等処理水
（設備稼働初期の処理水）B-A～E 0.08～758

J1-D 14,442 トラブル由来※１の多核種除去設備等処理水

二次処理性能確認試験対象タンク選定

当社検討素案で性能確認を行うこととしている告示濃度比総和100以上の中から高い濃度
のタンク群（J1-C群）、低い濃度のタンク群（J1-G群）として選定

J1-D群は、トラブル由来※１の多核種除去設備等処理水を貯留している。当該の水はSr処理
水と同様の性状であり、Sr処理水に関してはこれまで十分な処理実績を有していることか
ら、二次処理の知見拡充の観点より対象から除外

※1 2013年度に発生した多核種除去設備のクロスフローフィルタの不具合
により炭酸塩沈殿処理のスラリーが設備出口に透過した事象

（参考）二次処理性能確認試験対象タンク選定


